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(1) 本論文は，

　［ FORMCHECKBOX 
基本的　　 FORMCHECKBOX 
先駆け的　　 FORMCHECKBOX 
開発的］な性格である．(下記注２参照)

(2) 本論文の独創性または新規性を主張して下さい．

　　1．     
　

　　2．     
　

(3) 本論文の有用性を主張して下さい．

　　1．     
　

　　2．     
　

(4) ‘Precision Engineering’ に既掲載，校閲終了掲載待ちもしくは現在投稿中の続報関係にある論文*，関連論文**がありましたら，必ず

ご記入下さい．また，本論文との従続関係についても申告して下さい．ここで，従続関係の有無とは，本論文の主要な内容が，それに

先だってもしくは同時に投稿された論文の採録を前提とするか否かを指します．
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	原稿受付日
	平成  年  月  日
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	(4)
	原稿受付日
	平成  年  月  日
	従続関係
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あり　　 FORMCHECKBOX 
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	原稿の状況
	本論文との関係
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*続報関係にある論文とは，n報，n+1報のような形（続報形式）で投稿された一連の論文を指します．なお，続報形式をとっていなくて

 もその内容が続報関係にあると見なし得るものはこれに含めて下さい．

** 関連論文とは，本論文の著者の一部または全部による既投稿論文のうち，本論文と関連があり，引用文献として使用されているものを

指します．

注1：上記(4)で［従続関係あり］と申告された場合および校閲者が従続関係にあると認めた場合で，前報が掲載否となった場合は，続報論

文の原稿はその可否にかかわらず返却扱いとなります．

注2：校閲委員会では次のように論文を類別し，評価します．ただし，校閲委員が評価を行う場合は，著者にとって最も有利な類別が採用

されます．
	類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別
	評 価 の ポ イ ン ト

	
	 学会としての分野の妥当性，記述の妥当性，信頼性については，論文の類別にかかわらず評価します．

	 (a)　基本的性格
	研究途上の結果でもよいが，1編の論文として独立した成果（完結性）が得られていることが要求されます．
	［独創性］，

［工学的有用性あるいは工業的有用性］

 および［完結性］

	 (b)　先駆け的性格
	新規性・独創性が高く，将来発展的に工学・工業分野に寄与する可能性が高いと評価されるもので，現時点での有用性および信頼性・完結性は強く要求されません．
	［独創性あるいは新規性］および

［将来的発展可能性］

	 (c)　開発的性格
	工業的有用性が高く，従来技術から容易に類推できないもので，開発された技術・製品の完成度および結果に対する高い信頼性が要求されます．
	［新規性］，

［工業的有用性］および

［完成度］


